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高等教育研究開発推進センター日誌
（2013年 4月 1日～2014年 3月 31日）
年　月　日 記　　　　　　　　　事
2013. 4. 3 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 25年度第 1回）
4. 4 文学研究科プレ FDプロジェクト事前研修会
4.15 関西地区 FD連絡協議会第 8回幹事会




5. 8 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 25年度第 2回）
5.15 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 25年度第 1回）
5.15 准教授　溝上　慎一　Crowne Plaza Riverfront, Saint Paulにて資料整理及び 2102 SRIF 
21st Annual Conference meeting in Saint Paul, Minesotaに参加のためアメリカへ海外出張
（5.21帰国）
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7.10 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 25年度第 4回）
7.13 特定助教　田中　一孝　University of Pisaにて国際プラトン学会に参加、研究発表、ピ
サ大学における資料収集及び Pisa Palazzo dei Congressiにて国際プラトン学会に参加・
研究発表のためイタリアへ出張（7.21帰国）
7.17 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 25年度第 2回）
7.26 准教授　スチュワート ティモシー ウイリアム　Vancouverにてカリキュラム開発及び
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　セッション 1  　グループ討論 1　「大学授業をどう思うか（自己紹介）」
　セッション 2  　ミニ講義 1　「大学授業の現在と未来」
　　　　　　　　飯吉　　透（高等教育研究開発推進センター教授）
　セッション 3  　ランチと自由討論
　セッション 4  　グループ討論 2　「大学授業で教師に求められるもの」
　セッション 5  　ボディワーク　「他者とのつながり・自分とのつながり」
　　　　　　　　濱野　清志（京都文教大学教授）
　セッション 6  　ミニ講義 2　「大学授業の現場から見たプレ FD」
　　　　　　　　吉沢　一也（大阪体育大学講師）
　グループ討論整理
　セッション 7  　全体討論　「大学で教えるために」
　セッション 8  　ミニ講義 3　「大学で教えるということ」
　　　　　　　　大塚　雄作（高等教育研究開発推進センター長・教授）
【ADVANCED】
　セッション 1  　全体討論 1　「教える側からみた大学授業（自己紹介）」
　セッション 2  　ランチと自由討論
　セッション 3  　模擬公開授業・検討会
　セッション 4  　グループ・全体討論
　閉会式　挨拶・修了証授与　淡路　敏之（京都大学理事）
　閉会式終了後　情報交換会
8.13 教授　飯吉　　透　マサチューセッツ工科大学にて KyotoUxと edXミーティング、個
別 edX相談会及び当該課題の資料調査、同大学にて Harvard他いくつかの大学と共同

















































































































9. 3 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 25年度第 5回）








　　ミニ講義 1  ：「京都大学の FD・教育改善」
　　　　　　　　宮川　　恒（FD研究検討員会・委員長）
　セッション 2
　　ミニ講義 2  ：「京大生の学習の実態」
　　　　　　　　溝上　慎一（高等教育研究開発推進センター准教授）
　セッション 3














































































9.18 教授　松下　佳代　ハワイ大学医学部にて Damon Sakai准教授訪問及び PBLに関する
情報収集のためハワイへ海外出張（9.22帰国）
9.26 昭和女子大学小原奈津子副学長のセンター訪問








10. 9 北京師範大学教師発展センター（Center for Faculty Development, Beijing Normal University） 
のセンター訪問
























11. 1 准教授　久代　恵介　Chinese Culture Universityにて The 6th Asia-Pacific Conference on 
Exercise and Sports Scienceに参加、研究発表のため台湾へ海外出張（11.5帰国）
11. 5 東京大学大学総合教育研究センター小林雅之教授のセンター訪問





11.13 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 25年度第 7回）
11.23 教授　飯吉　　透　edX Officeにて当該業務遂行及び edX Consortium Meeting参加、
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11.27 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 25年度第 3回）



















12.11 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 25年度第 8回）
12.18 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 25年度第 4回）
2014. 1. 8 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 25年度第 9回）
1. 8 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 25年度第 5回）
1.13 准教授　スチュワート　ティモシー　ウイリアム　Thammasat Universityにてキャン
パス訪問、語学施設見学及びワークショップに参加、The Empress Hotelにて Thailand 
TESOL 2014 Annual Conferenceに参加のためタイへ海外出張（1.19帰国）
1.22 高等教育研究開発推進センター協議員会（平成 25年度第 1回）


















　　Philip Long（ Professor/Director, Center for Educational Innovation and Technology, 
University of Queensland）
　　「データを『レンズ』として利用し『学習の霧』を見通す―カゲロウか実体か？―」



















2.17 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 25年度第 10回）
2.19 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 25年度第 6回）
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3.14 平成 25年度第 5回MOST講習会
　京都大学高等教育研究開発推進センター主催
　関西地区 FD連絡協議会　広報WG共催
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3.25 教授　田地野　彰　Oregon Convention Centerにて TESOL 2014国際会議に参加、情報
収集のためアメリカへ海外出張（3.31帰国）
3.26 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 25年度第 7回）
（寺井佐加恵）
京都大学高等教育研究第20号（2014）
―  106  ―
高等教育研究開発推進センター組織
（2013年 4月 1日～2014年 3月 31日）
高等教育研究開発推進センター協議員：
大塚　雄作 センター長
飯吉　　透 センター教授 松下　佳代 センター教授
吉田　　純 センター教授 山本　行男 センター教授

















飯吉　　透 センター教授 松下　佳代 センター教授
吉田　　純 センター教授 山本　行男 センター教授
赤松　紀彦 センター教授 田地野　彰 センター教授
田口　真奈 センター准教授 溝上　慎一 センター准教授
桂山　康司 センター准教授 久代　恵介 センター准教授
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高等教育研究開発推進センター教員業績








































































































































































・ 松下佳代　2013.12.4　「学習成果の評価の方法―パフォーマンス評価を中心に―」平成 25年度（第 16回）弘前大
京都大学高等教育研究第20号（2014）
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学 FDワークショップ，弘前大学
・ 松下佳代　2014.1.9　「学習成果の基礎と最近の動向―学習成果をどう評価するか？―」広島大学歯学部教員 FD 兼 
大学間連携共同教育推進事業 FD，広島大学































































Global Open Education Network，キャンパスプラザ京都
・ 飯吉透　2013.6.7　「オープンエデュケーションの光と陰：MOOCsの現状と課題」New Education EXPO東京，東
京ファッションタウンビル
・ 飯吉透　2013.6.22　「オープンエデュケーションの光と陰：MOOCsの現状と課題」New Education EXPO大阪，大
阪マーチャンダイズ・マート






































































・ Kawai, T., & Mizokami, S.  2013.9  Analysis of bridge learning: Focus on the relationship between bridge learning, 






・ Nakama, R., & Mizokami, S.  2013.5.17  Does the changeability and multiplicity of the self affect beneficiality on self-
formation or identity-formation? Poster presented at the Society for Research on Identity Formation 20th Annual 









・ 高橋哲也・深野政之・溝上慎一　2014.3.18　「大阪府立大学の IRの取組 2 ―学生調査と教務データの活用―」第
20回大学教育研究フォーラム，京都大学











・ 「University and University Student I Today’s Japan」（前期）














・ International Conference on the Dialogical Self，Scientific Committee委員











































































・ Hiroyuki SAKAI & Mana TAGUCHI  2013.9  Development of Course Portfolio Program for University Teachers. 






































・ Sakai, H. & Taguchi, M.  2013.9  Development of Course Portfolio Program for University Teachers, Educational 





めの eポートフォリオの活用」教育システム情報学会誌，第 31巻第 1号，119-131頁
京都大学高等教育研究第20号（2014）
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【その他の著作物】
（報告書）
・ 酒井博之　2013.6　関西地区 FD連絡協議会第 6回総会「FD活動報告会 2013」，関西地区 FD連絡協議会広報ワー
キンググループ編（編集責任者）（PDF版）
・ 酒井博之　2014.3　平成 25年度文部科学省先導的大学改革推進委託事業「高等教育機関における ICTの利活用に
関する調査研究」委託業務成果報告書，京都大学（共同執筆）





















・ 京都大学サマーデザインスクール「オープンエデュケーションとビッグデータを利用した Personalized Learning支
援環境のデザイン」（2013.9.25-27）京都リサーチパーク























・ Ikko Tanaka  2013.6  “The Immortality of a Philosopher in Plato’s Symposium,” the Proceedings of the International Plato 




地区 FD連絡協議会『Kansai FD NEWS』11，2-3














・ 田中一孝・飯吉透　2014.3　「学生の学びをどう記録し分析するか―MOOCs，アクティブラーニングと Learning 
Analyticsをめぐって」同上，340-341頁
【学会発表】
・ Ikko Tanaka  2013.7.18  “The Immortality of a Philosopher in Plato’s Symposium,” the International Plato Society, X 
Symposium Platonicum, Pisa











































































・ K. AKAOKA, M. TAKI, & Y. YAMAMOTO  2013.7  “Time-Resolved Luminescence Sensor for Highly Sensitive Detection 
of Intracellular Zinc Ion” The 16th International Conference on BioInorganic Chemistry, Grenoble
・ M. TAKI, K. AKAOKA, & Y. YAMAMOTO  2013.7  “Mitochondria-targeted Turn-on Fluorescent Probe for Copper (I) 
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【論文】
・ Maswana Sayako, Kanamaru Toshiyuki, & Tajino Akira  2013.12  ‘Analyzing the Journal Corpus Data on English 
Expressions across Disciplines’ The Journal of ASIA TEFL, Vol. 10, No. 4, pp. 71-96.
・ Tajiono Akira, Sasao Yosuke, & Dalsky David  2014.3  ‘Effects of Technical Vocabulary Knowledge on Academic Writing: A 







・ Kawanishi, K., Kanamaru, T., & Tajino, A.  2013.10.5  ‘A task-based approach to academic writing: Can a task facilitate 
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・ Dalsky, D., & Landis, D.  2013.10  Cross-cultural training. In K. D. Keith (Ed.). The Encyclopedia of Cross-Cultural 
Psychology. (pp. 275-278). Malden, MA: Wiley-Blackwell.
【論文】
・ Tajino, A., Sasao, Y., & Dalsky, D.  2014.3  ‘Effects of Technical Vocabulary Knowledge on Academic Writing: A Nature 




















・ Stewart, T.  2013.3  Classroom research and classroom teachers. Foreign Language Learning and Teaching 2013 
Conference Proceedings, 134-142.
・ Stewart, T.  2013.7  How would an architect such as Frank Gehry design language learning tasks? In C. Stillwell (Ed.), 
Language teaching insights from other fields: Sports, arts, design and more (pp. 101-110). Alexandria, VA: International 
京都大学高等教育研究第20号（2014）
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TESOL Association.
・ Stewart, T.  2013.10  Japan’s “super global” push for communicative English. The Kyoto JALT Review, 1, 94-111.














・ Ken Hyland, Alan Hirvela, & Stewart, T.  2013.8  Recent trends in TESOL research and academic publishing. Symposium 
moderator, Japan Association of College English Teachers, Kyoto, Japan.
・ Stewart, T., et al.  2013.10  Language teaching insights from other fields. Workshop Co-leader, Japan Association for 















・ 桂山康司他　2014.2　「G. M. ホプキンズ：断片詩集 2」日本ホプキンズ協会関西部会　NONDUM　第 13号，111-
141頁
【学会発表】
・ 桂山康司　2013.5　「ホプキンズにおける half-lineの技法について―」日本ホプキンズ協会　第 41回連絡総会，上
智大学 SJハウス
京都大学高等教育研究第20号（2014）













































・ Yamamoto, S., & Kushiro, K.  2014.2  Direction-dependent differences in temporal kinematics for vertical prehension 
movements. Experimental Brain Research 232: 703-711.
【学会発表】
・ Kushiro K., & Yamamoto S.  2013.11  Perception of Angular Rotation with Different Types of Rotational Waveforms. The 
6th Asia-Pacific Conference on Exercise and Sports Science, Taipei
・ Yamamoto, S., & Kushiro, K.  2013.11  The Direction-Dependent Temporal Kinematics of Vertical Prehension 
Movements. The 6th Asia-Pacific Conference on Exercise and Sports Science, Taipei
・ 山本真史・久代恵介　2013.11　「重力が鉛直方向の到達把握運動に及ぼす影響」第 71回日本めまい平衡医学会総
会・学術講演会，大阪市
・ 山本真史・白木善英・久代恵介　2014.3　「鉛直方向への到達把握運動の運動学的特性は上下非対称を示す」第 9
回「宇宙環境へ適応するための感覚―運動ゲインコントロール」　JAXA　宇宙環境利用科学委員会，熱海市
・ 白木善英・山本真史・久代恵介　2014.3　「周期的予備動作が運動パフォーマンスに及ぼす影響」第 9回「宇宙環
境へ適応するための感覚―運動ゲインコントロール」　JAXA　宇宙環境利用科学委員会，熱海市
2．教育活動
【学内】
①全学共通教育
・ 「運動のしくみ」
・ 「行動制御実験演習」
・ 「スポーツ実習ⅠA，ⅠB」
②学部教育
・ 「認知・行動科学入門」（総合人間学部，リレー）
③大学院教育
（博士前期課程）
・ 「共生人間学Ⅰ・Ⅱ」
・ 「行動制御学演習 2」
・ 「身体運動学」（以上，大学院人間・環境学研究科）
（博士後期課程）
・ 「共生人間学特別研究Ⅰ・Ⅱ」（大学院人間・環境学研究科）
3．その他の活動
【学内委員】
・ 人間・環境学フォーラム実施委員会委員（大学院人間・環境学研究科）
【その他】
・ 京都府立園部高校出張授業「子どもの知的好奇心をくすぐる体験授業」（2013.11.20）
